
番号 御意見の概要 御意見に対する県の考え方

1

　南海トラフ地震の津波対策として「避難時間45分の確保」とありますが、堤防を高くするだけで全

員が安全に避難できるのでしょうか？

　逃げ遅れた場合の対策はどうなっていますか？

　これまでの津波対策は、避難時間35分（避難開始までの準備時間20分＋移動時間15分）を確保する

ことを整備目標としていましたが、今回の計画改定では、「誰でも逃げることのできる整備」を目指

し、要配慮者の移動速度を考慮して移動時間を「20分」に見直すとともに、新たに津波避難タワー等

の上層階へ上がるための「昇降時間5分」を追加いたしました。 これにより、従来よりも10分長く避難

時間が確保できるようになります。

　今後は、新たな計画に基づく施設整備にしっかりと取り組んで参ります。

2
　サーフィンなどで海岸をよく利用しますが、防災対策が進むことで海に近づけなくなったり、駐車

場などの施設がなくなったりしないのか。

　海岸の保全に当たっては、「災害からの防護」だけでなく「公衆の海岸の適正な利用」も重要な柱

と位置付けております。

　本計画におきましても、民間事業者や市町と連携してニーズの聞き取り等を行い、地域特性に合わ

せた海岸利用の増進に資する施設の整備に努めることとしております。今後の防災対策の実施に当た

りましても、こうした方針に基づき、利用者の皆様が引き続き海に親しむことができる海岸づくりに

努めて参ります。

3
　堤防を高くする工事によって、海が見えなくなったり、ウミガメの産卵地の砂浜や、サンゴといっ

た自然環境が壊されてしまわないか心配です。

　堤防高さが不足する海岸におきましては、現状よりも堤防を嵩上げする必要があることから、海へ

の視界が遮られるなど、景観への影響が生じることは避けられない課題であると認識しております。

そのため、県民の皆様の命を守るための防災機能を確保しつつも、こうした景観への影響を可能な限

り軽減していくことが重要と考えております。

　加えて、海岸保全施設の整備に当たりましては、防災面だけではなく「海岸環境の整備と保全」へ

の配慮も求められており、海岸周辺の生態系の保全を本計画の基本方針の一つと位置付けておりま

す。 現地での整備を実施する際には、地域の特性を踏まえた施設の配置や工法を検討するなど、豊か

な自然環境の保全とともに、景観への十分な配慮のもとで整備に取り組んで参ります。

4

　計画の中に「高潮・波浪に対する防護水準・整備水準」という表がありますが、数字が並んでいる

だけで、自分の住んでいる町の海岸がどの基準に当てはまるのかわかりません。文字の表だけでな

く、地図と照らし合わせて見てわかるように工夫してほしい。

　ご指摘のとおり、現在の改定素案では区域ごとの数値での表記となっており、地域にお住まいの皆

様にとって「ご自身の地域の海岸がどの基準か」が分かりづらい表記となっておりますので、以下の

とおり修正いたします。

　・地図の追加：地域海岸ごとの区間に分けた、海岸線の地図を追加します。

　・表の修正：地域海岸ごとの数値が分かるように、表を修正します。

「徳島県海岸保全基本計画（改定素案）」に係るパブリックコメントの実施結果について

　令和8年7月6日から令和8年8月6日まで、「徳島県海岸保全基本計画（改定素案）」について、パブリックコメントにより御意見を募集したところ、5名の方から5件の御意見を頂きました。頂

いた御意見の概要と御意見に対する徳島県の考え方は次のとおりです。



5
　計画書の文章の中で、「避難場所」と「避難所」の用語が混同されて使われている箇所がある。意

味が違うので、正しく使い分けるべきだと思います。

　ご指摘のとおり、これら二つの用語は災害対策基本法上、明確に区分されております。

　・避難場所： 津波や高潮などの災害の危険から命を守るために、直ちに逃げ込む場所

　　（津波避難タワーなど）

　・避難所： 災害の危険が去った後に、自宅へ戻れない方が「一定期間避難生活を送る場所」

　　（公民館など）

　上記を踏まえ、適切な表記となるよう修正いたします。


